
別紙

Ⅰ． 事業評価総括表（令和６年度）

（単位：円）

（備考） 事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備 考

公共用施設に係る整備、

維持補修又は維持運営等

措 置

1

交 付 金 充 当 額

津 和 野 町
後 田 地 区 町 道

舗 装 改 修 事 業
4,831,200 4,547,000

番号 措 置 名 交 付 金 事 業 の 名 称
交付金事業者名又は

間接交付金事業者名

交 付 金 事 業 に

要 し た 経 費



Ⅱ． 事業評価個表（令和６年度）

交 付 金 事 業 の 概 要

交付金事業に関係する都

道府県又は市町村の主要

政 策 ・ 施 策 と 目 標

交 付 金 事 業 実 施 場 所 鹿足郡  津和野町  後田  地内

【主要政策・施策】

 津和野町公共施設等総合管理計画

  第６ 施設類型ごとの管理に関する基本的な方針

  ２  インフラ  （１）道路

 本町は「津和野町公共施設等総合管理計画」に基づき、公共施設（町道等）の維持管理を行っており、当該箇所は舗装

の劣化による亀裂やひび割れ等が発生し、利用者の通行に支障をきたしている状況であります。

 また、当該箇所は、「津和野町伝統建造物群保存地域」、「津和野町景観計画」内であることから、景観等を考慮し、

カラー舗装を実施します。

事 業 期 間 の 設 定 理 由 事業量（舗装改修延⾧）と交付金見込額より実施期間を設定した。

   既存の道路については、維持管理コストや利用状況なども考慮しながら、維持・修繕や今後の方針を検討します。

令 和 6 年 度

番号 措 置 名 交 付 金 事 業 名 の 名 称

事 業 開 始 年 度 事業終了（予定）年度

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 後田地区町道舗装改修事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 津和野町

 このため、利用者の安全確保、利便性の向上を図るため当該交付金を利用し、舗装の改修工事を実施します。

令 和 10 年 度

 令和６年度実施内容 改修延⾧L=70m カラー舗装 舗装厚t=4cm 舗装工：A=216㎡ 区画線工：L=2m



交付金事業の総事業費等

交付金事業の担当課室

交付金事業の評価課室

建設課

建設課

計

4,831,200

4,831,200

町道舗装改修工事 指名競争入札 第一建設株式会社 津和野支店(津和野町)

うち経済産業省分

うち文部科学省分

交付金事業の契約の概要

契 約 の 方 法 契 約 の 相 手 方 契 約 金 額契 約 の 目 的

4,547,000

令 和 ８ 年 度 令 和 ９ 年 度 令 和 10 年 度 備 考

4,831,200

活 動 指 標

舗 装 改 修 延 ⾧

総 事 業 費

交 付 金 充 当 額

令 和 ６ 年 度 令 和 ７ 年 度

4,547,000

令和９年度

 

110

交付金事業の活動指数

及 び 活 動 実 績

単位

活 動 実 績 ｍ

活 動 見 込 ｍ

達 成 度 ％

令和６年度

70

令和10年度

 

105

令和７年度

 

105

令和８年度

 

110

事業完了年度とした。

交 付 金 事 業 の 定 性 的 な 成 果 及 び 評 価 等

評 価 に 第 三 者 機 関 等 の 活 用 の 有 無

無

評価年度

評 価 年 度 の 設 定 の 理 由

100%

令和10年度成 果 指 数 単位

70

100.0

舗装改修事業により安全に

通 行 で き る よ う に な っ た

道 路 延 ⾧ の 割 合 (100%)

成 果 実 績

目 標 値

交付金事業の成果目標

及 び 成 果 実 績

達 成 度

％

％

％

R6 舗 装 改 修 実 施 延 ⾧

÷ 舗 装 改 修 が 必 要 な

全 延 ⾧ × 100

成 果 目 標


